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春、希望の芽は開く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４月７日、玉里北小学校の新１年生）
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   平成 23 年 3月定例会

   歳入 主なもの一般会計

   歳出 主なもの 

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 率 増減

自 主 財 源 69 億 3,127 34.1 2 億　401 2.9 ↘

市 税 58 億 8,329 28.9 4,961 0.8 ↘

依 存 財 源 134 億 1,730 65.9 16 億 2,319 13.8 ↗

地方交付税 44 億 　  　 21.6 1,920 0.4 ↘

国県支出金 44 億 6,949 22.0 3 億 7,165 9.1 ↗

市 　 債 31 億 9,110 15.7 12 億 5,700 65.0 ↗

地方譲与税 3億 2,925 1.6 205 0.6 ↗

交 付 金 10 億 2,745 5.1 1,168 1.2 ↗

当
初
予
算
？
・
・
・
新
年
度
が
始
ま
る
前
に
、
年
度
内
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
末
ま
で
）
に
お
け
る
収
入
と
支
出
を
見
積
っ
た
も
の
の
総
計
。
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
議
会
の
決
定
が
必
要
と
な
る
。

全 10会計

会　計　別 予算額
前年度 比較

額 率 増減

一 般 会 計 203 億 4,858 14 億 1,918 7.5 ↗

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 59 億 1,318 1 億    412 1.8 ↗

国民健康保険（直診） 1 億 8,572 885 4.6 ↘

後期高齢者医療保険 3 億 5,240 924 2.6 ↘

介護保険（事業） 28 億 5,998 1 億 3,573 5.0 ↗

介護保険（サービス） 326 74 29.7 ↗

下 水 道 17 億 5,501 8,572 4.7 ↘

農 業 集 落 排 水 2 億 3,125 3 億 9,723 63.2 ↘

戸 別 浄 化 槽 7,113 188 2.7 ↗

霊 園 1,310 266 16.9 ↘

企

業

会

計

水 道

収益
収入 7 億 6,725 2,842 3.6 ↘

支出 7 億 6,388 732 1.0 ↘

資本
収入 4 億 4,103 6 億 8,680 60.9 ↘

支出 7 億　322 7 億 2,539 50.8 ↘

病 院

収益
収入 2 億 6,830 4,111 13.3 ↘

支出 2 億 3,013 3,949 14.6 ↘

資本
収入 － － － －

支出 4,486 47 1.1 ↗

歳入（収入）計 332 億 1,023 3 億 9,802 1.2 ↗

歳出（支出）計 334 億 7,574 3 億 8,262 1.2 ↗

（単位：万円・％、構成・増減率：小数点第 2位を四捨五入）

一般会計

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 率 増減

義務的経費 92 億 7,928 45.6 1 億 1,412 1.3 ↗

人 件 費 41 億　336 20.2 7,825 1.9 ↘

扶 助 費 36 億 1,499 17.8 2 億 5,835 7.7 ↗

公 債 費 15 億 6,092 7.7 6,597 4.1 ↘

投資的経費 37 億 5,754 18.5 7 億 4,864 24.9 ↗

普通建設費 37 億 5,754 18.5 7 億 4,864 24.9 ↗

その他経費 73 億 1,174 35.9 5 億 5,640 8.2 ↗

物 件 費 25 億  　25 12.3 2 億 7,510 12.4 ↗

補助費等 23 億 8,426 11.7 2 億 3,976 11.2 ↗

操 出 金 21 億 9,933 10.8 1,523 0.69 ↘

H23 予算総額 334 億 7,574 万円H23 予算総額 334 億 7,574 万円  
前年比 3億 8,262 万円・1.2％ 増前年比 3億 8,262 万円・1.2％ 増

被災された皆様へ　被災された皆様へ　お見舞い申し上げますお見舞い申し上げます
　このたびの東日本大震災により、甚大な被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。

　大地震、大津波という天災による甚大な被害と共に、現在も原子力発電施設からの放射能漏れという未曾有の

被害が心配されています。全力を挙げての対処はもちろんのこと、今後このような被害が起こらないように、改

めて危機管理体制の抜本的な改革が必要と思われます。

　地方自治体の大切な役割は、正確な情報を把握して予防措置を講じることと必要なところに伝達していくこと

です。そのための迅速な対応を可能とする管理体制の強化が大切です。また、災害が起きた場合に、初動におい

て個人の判断に任せず、迅速に対応できる明確な基準を作っておくことも大切です。人間は、緊急事態に及んでも、

危機に対する認識が甘くなる傾向にあります。突然の災害に見舞われた際も、最小限の被害に押さえられるよう

に、防災マニュアルの周知の徹底と定期的な予行訓練を行うこと。住民への情報を発信し、啓発活動を続けてい

くこと。そして、24時間、365日、いつでも緊急事態に対応することができる行政であるように常に働きかけます。

　市民の皆様が普段の生活を取り戻すまでには、なお時間がかかることかと思われますが、今後とも議員一同、

力を合わせ、安心に暮らせるまちづくりに取り組んで参ります。　

　最後に、救援・復旧活動等に昼夜を問わず無償でご尽力された自治消防団の皆様を始め地域住民の皆様、市職

員が延べ 2,000 人以上と聞いております。ここに深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　市議会議員一同
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法
人
市
民
税
？
・
・
・
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
ま
た
は
、
尞
な
ど
が
あ
る
法
人
（
株
式
会
社
・
有
限
会
社
な
ど
）
に
か
か
る
税
金
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　

市
債
が
大
き
く
増
え
て
い
る
が
？

Ａ　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
広
域
幹

線
道
路
や
教
育
施
設
の
耐
震
化
を
進
め

る
た
め
、
前
年
度
よ
り
約
10
億
円
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
代
替

財
源
の
臨
時
財
政
対
策
債
も
増
え
て
い

る
。

Ｑ　

人
口
規
模
に
対
す
る
予
算
・
借
金

の
割
合
が
過
大
で
は
な
い
か
？

Ａ　

合
併
前
の
借
入
分
の
う
ち
、
償
還

終
了
を
迎
え
る
も
の
も
あ
り
、
償
還
負

年
中
は
26
件
の
火
災
を
は
じ
め
48
件
の

災
害
等
に
出
動
し
て
い
る
。

Ｑ　

敷
地
借
り
上
げ
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ　

更
新
時
に
向
け
て
、
更
新
す
る
の

か
買
収
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
借
地

を
し
て
い
る
部
署
等
を
ま
と
め
て
整
理

し
な
が
ら
交
渉
を
し
て
い
く
。

担
を
平
準
化
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
性

を
確
保
で
き
る
水
準
の
堅
持
を
基
本
に

進
め
て
い
く
。

Ｑ　

個
人
市
民
税
が
１
億
３
，

５
０
０
万
円
の
減
収
と
見
込
む
が
、
こ

の
積
算
根
拠
は
？

Ａ　

納
税
者
の
う
ち
８
割
以
上
が
給
与

所
得
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
で
行
う

給
与
実
態
調
査
等
も
参
考
に
予
想
さ
れ

る
減
少
率
や
、
過
去
の
収
納
実
績
等
を

考
慮
し
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

法
人
市
民
税
は
伸
び
て
い
る
が
？

Ａ　

現
在
、
平
成
22
年
度
予
算
に
お
い

て
、
食
品
製
造
業
を
中
心
に
当
初
想
定

を
大
き
く
上
回
る
実
績
を
示
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
法
人
税
割
で
前
年
度

よ
り
７
，
７
２
０
万
円
の
増
を
見
込
ん

で
い
る
。

Ｑ　

消
防
団
活
動
経
費
に
係
る
団
員
数

は
何
人
？

Ａ　

平
成
22
年
４
月
に
合
併
し
、
小
美

玉
市
消
防
団
が
誕
生
後
、
現
在
市
内
に

は
19
個
の
分
団
が
あ
り
、
23
年
２
月
１

日
現
在
、
５
９
３
名
の
団
員
が
い
る
。

そ
の
内
訳
は
旧
美
野
里
地
区
が
１
５
３

名
、
旧
小
川
地
区
が
２
７
８
名
、
旧
玉

里
村
が
１
６
２
名
と
な
っ
て
い
る
。
22

市
政
全
般
・
消
防

市税 主なもの（当初予算、現年度分）
項目 H23 年 H22 年 比較増減

市民税
個人 19 億 7,200 21 億　700 △ 1億 3,500

法人 3 億 9,600 3 億 1,880 7,720

固定資産税 29 億 5,035 29 億 3,852 1,182

た ば こ 税 3 億 1,544 3 億 2,400 △ 855

軽自動車税 1 億　800 1 億　300 500

（単位：万円）

３
月 

定
例
議
会 

日
程

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

３
日

本
会
議  

  

開
会
、
施
政
方
針
、
議
案
上

程

１
名

７
日

本
会
議  

一
般
質
問

12
名

８
日

本
会
議  

一
般
質
問
、
議
案
質

疑議
会
広
報
委
員
会

19
名ー

10
日

予
算
特
別 

委
員
会

7
名

11
日

予
算
特
別 

委
員
会

6
名

16
日

予
算
特
別 

委
員
会

総
務 

常
任
委
員
会

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

－

17
日

市
民
経
済 

常
任
委
員
会

建　
　

設 

常
任
委
員
会

－

18
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 

  

委
員
長
審
査
報
告

  

採
決
、
討
論
、
閉
会

１
名

　　平成 23 年の第１回定例議会が 3月 3日から 18 日までの 16 日間の会期で開かれ、平成 23 年度の当初平成 23 年の第１回定例議会が 3月 3日から 18 日までの 16 日間の会期で開かれ、平成 23 年度の当初

予算を中心に 36 件の議案等について審議しました（審議結果８ページ）。予算を中心に 36 件の議案等について審議しました（審議結果８ページ）。

　また、３月 11 日、東北関東地方を襲った大地震発生により、本会議場は大きなダメージを受け、開催　また、３月 11 日、東北関東地方を襲った大地震発生により、本会議場は大きなダメージを受け、開催

していた予算特別委員会を急きょ中止、その後の日程を一部変更して行いました。していた予算特別委員会を急きょ中止、その後の日程を一部変更して行いました。

平成 23年 第 1回 定例議会
平成 23年度当初予算など 36議案等を審議
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予算審査

Ｑ　

病
院
事
業
検
討
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

委
託
料
の
内
容
は
？

Ａ　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
指
定
管

理
者
に
移
行
し
て
３
年
が
経
過
し
、
残

り
２
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
耐

震
診
断
結
果
や
経
営
状
況
に
基
づ
き
、

診
療
内
容
や
そ
れ
に
相
応
す
る
病
院
の

規
模
な
ど
、
病
院
経
営
全
体
を
見
廻
し

た
中
で
、
今
後
の
公
的
病
院
と
し
て
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
指
導
員

に
資
格
は
必
要
か
？

Ａ　

特
に
必
要
な
い
。

Ｑ　

指
導
員
に
対
す
る
指
導
は
？

Ａ　

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
等
の
資
格

保
持
者
が
中
心
に
な
っ
て
教
室
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。
資
格
の
な
い
指
導

者
に
つ
い
て
は
県
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら

資
質
向
上
に
努
め
る
。

Ｑ　

指
導
者
に
よ
っ
て
学
級
に
差
が
出

な
い
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ　

竹
原
小
の
耐
震
補
強
は
？

Ａ　

23
年
度
、
老
朽
化
の
状
態
を
調
べ

る
耐
力
度
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
こ

の
結
果
に
よ
っ
て
、
耐
震
補
強
工
事
か

改
築
か
の
判
断
を
す
る
。

Ｑ　

平
成
23
年
度
で
の
信
号
機
設
置
の

見
込
み
は
。
数
多
く
の
要
望
に
担
当
課

で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
？

Ａ　

地
域
振
興
課
で
各
地
域
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
石
岡
警
察
署
に
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
。
道
路
の
新
設
や
通
学

路
等
を
中
心
に
要
望
が
出
て
い
る
が
、

現
時
点
で
平
成
23
年
度
の
具
体
的
な
設

置
報
告
は
な
い
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

市
内
の
ゴ
ミ
処
理
は
２
施
設
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
広
域
化

も
含
め
た
更
新
の
計
画
は
？

Ａ　

平
成
18
年
か
ら
、
茨
城
町
、
石
岡

市
、
か
す
み
が
う
市
、
土
浦
市
ほ
か
関

係
す
る
事
務
組
合
と
の
間
で
、
事
務
レ

ベ
ル
で
の
検
討
を
進
め
て
き
て
い
る
。

耐
用
年
数
等
の
絡
み
の
中
で
、
具
体
的

な
設
置
計
画
は
今
後
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

Ｑ　

学
習
指
導
要
領
の
改
正
に
よ
り
、

23
年
度
か
ら
小
学
５
・
６
年
生
の
外
国

語
活
動
が
必
修
と
な
っ
た
が
、
移
行
は

ス
ム
ー
ズ
か
？

Ａ　

22
年
度
か
ら
移
行
措
置
と
し
て
週

１
時
間
の
外
国
語
活
動(

英
語
活
動)

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
等
は
す
で
に
完
成
し
て
い
る
。

Ｑ　

指
導
内
容
は
？

Ａ　

担
任
が
主
体
に
授
業
を
進
め
、
外

国
人
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
補
助
し
て
い
る
。
中

学
校
と
は
違
い
、
会
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
英
語
に
親
し
め
る

よ
う
な
内
容
で
授
業
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
健
康
診
断
の

受
診
率
は
ど
の
く
ら
い
か
？

Ａ　

平
成
22
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
各

種
が
ん
検
診
で
15
％
〜
30
％
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

該
当
者
で
も
、
前
年
度
受
診
し
て

い
な
い
と
通
知
が
来
な
い
た
め
受
診
し

な
い
人
も
い
る
。
全
員
に
通
知
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
市
民

へ
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
手
厚
く

し
、
市
民
の
疾
病
予
防
意
識
の
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
。

市
民
生
活
・
産
業
経
済

教
育
・
福
祉
・
医
療

平成 18 年度に実施された優先度調査に
基づき、今年度、耐力度調査が行われる
竹原小学校校舎

　　　　　各種がん検診の受診率　　（％）
項目 H20 H21 H22

胃 が ん 17.4 15.7 15.6
大腸がん 21.6 20.0 24.3
肺 が ん 31.7 29.4 28.8
子宮がん 14.4 18.0 18.5
乳 が ん 16.5 20.2 20.4
前立腺がん 12.1 11.3 10.6
子宮・乳がんは平成 21年度からの無料ｸｰﾎﾟﾝ
事業実施により、年々受診率が伸びている

学
習
指
導
要
領
？
・
・
・
全
国
ど
の
学
校
で
教
育
を
受
け
て
も
一
定
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、
各
教
科
等
の
目
標
や
内
容
な
ど
を
文
科
省
が
定
め
た
も
の
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な
る
。
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予算審査

下
水
道
の
普
及
率
・
水
洗
化
率
？
・
・
・
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
人
口
の
何
割
が
利
用
で
き
る
の
か
を
示
す
の
が
普
及
率
、
ま
た
、
こ
の
う
ち
宅
内
工
事
を
し
実
際
に
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
割
合
が
水
洗
化
率
。

Ｑ　

危
険
カ
所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設

置
要
望
へ
の
対
応
は
？

Ａ　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

等
の
交
通
安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
管
理
課
で
区
長
さ
ん
か
ら
要
望
を

受
け
て
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

昨
夏
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
被
害

へ
の
対
応
は
？

Ａ　

崩
壊
し
た
路
肩
等
に
つ
い
て
は
、

土
壌
が
落
ち
着
く
ま
で
仮
復
旧
し
て
い

る
カ
所
が
あ
る
。
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
適
時
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

地
籍
調
査
に
１
千
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
予
定
件
数
は
？

Ａ　

境
界
復
元
に
関
し
て
、調
査
20
件
、

測
量
３
５
０
件
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

基
地
周
辺
地
域
整
備
協
議
会
へ
の

補
助
金
の
会
計
監
査
は
？

Ａ　

対
象
と
な
る
１
７
９
３
世
帯
全
て

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
領
収
印
を
も
ら
い
整

理
し
て
い
る
。

Ｑ　

下
水
道
の
普
及
率
・
水
洗
化
率
の

状
況
は
。
ま
た
、
県
内
で
の
順
位
は
？

Ａ　

平
成
23
年
度
末
見
込
み
で
、
普
及

率
が
36
・
76
％
で
県
内
30
位
、
水
洗
化

率
が
74
・
８
％
で
県
内
17
位
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

未
接
続
者
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
く
の
か
？

Ａ　

平
成
20
年
度
か
ら
戸
別
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
が
、
経
済
状
況
の
悪
化
を

訴
え
る
声
が
多
い
。
今
後
、
県
の
接
続

支
援
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動

に
努
め
る
。

Ｑ　

せ
っ
か
く
供
用
開
始
さ
れ
て
も
接

続
者
が
伸
び
な
け
れ
ば
、
事
業
の
先
行

き
も
見
込
め
な
い
。
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

湖
北
水
道
企
業
団
管
内
の
石
岡
市

区
で
は
事
業
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
も
企
業
団
に
属
す
る
玉
里

地
区
を
統
合
し
て
い
く
考
え
は
？

Ａ　

現
在
ま
で
に
統
合
に
関
す
る
申
し

入
れ
や
協
議
等
の
経
過
は
な
い
が
、
今

後
、
湖
北
水
道
企
業
団
と
の
情
報
交
換

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

か
し
て
つ
跡
地
バ
ス
専
用
道
化
事

業
の
計
画
を
見
直
す
考
え
は
？

Ａ　

四
箇
村
駅
か
ら
旧
常
陸
小
川
駅
ま

で
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
は
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
実
証
運
行
を
実
施
す
る
中

で
、
利
用
客
等
の
状
況
や
地
域
住
民
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
事
業
実
施
の
方
向

性
を
見
極
め
る
。

Ｑ　

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
計
画
の
策
定
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
、

周
辺
整
備
に
先
行
し
、
早
急
に
駅
橋
上

化
に
取
り
組
む
考
え
は
？

Ａ　

現
在
、
地
域
の
声
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
周
辺
状
況
の
調
査
、
Ｊ
Ｒ
等
関
係

機
関
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、

都
市
計
画
の
必
要
性
も
含
め
て
、
地
域

住
民
を
交
え
た
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
立

ち
上
げ
、
駅
前
広
場
等
も
含
め
た
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

Ｑ　

空
の
駅
整
備
に
つ
い
て
、消
費
者
、

生
産
者
の
意
見
を
汲
み
い
れ
、
幅
広
く

活
性
の
方
策
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
策
定
委
員
会
で
構
想
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
今
後
、
こ
れ
を

も
と
に
施
設
の
整
備
・
運
営
、
販
売
計

画
な
ど
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
、
県

と
の
協
議
も
含
め
て
全
体
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

Ｑ　

近
年
、
希
望
ヶ
丘
公
園
の
コ
ス
モ

ス
の
咲
き
が
悪
い
が
、
土
壌
改
良
も
含

め
た
再
整
備
の
考
え
は
？

Ａ　

今
年
度
に
実
施
し
た
土
壌
検
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
23
年
度
は
農
業
公
社

に
お
願
い
し
、
圃
場
再
整
備
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

集
客
が
図
れ
る
よ
う
十
分
対
応
い

た
だ
き
た
い

Ａ　

春
に
は
菜
種
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス

の
２
種
類
の
作
付
け
を
し
、
市
の
観
光

資
源
と
し
て
茨
城
空
港
と
絡
め
た
観
光

ル
ー
ト
づ
く
り
の
中
で
位
置
づ
け
を
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

都
市
建
設
・
水
道

平成 23年度、駅周辺地区整備計画策定
調査費として 660 万円を計上。早期の
駅橋上化が待たれる （JR常磐線 羽鳥駅）
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広
域
連
携
・
交
流
促
進
を
強
化

Ｑ　

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る

特
例
条
例
の
制
定
に
よ
る
利
点
は
？

Ａ　

県
央
９
市
町
村
（
＊
１
）
住
民
の

利
便
性
や
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
有
す
る
施
設
の
う
ち
指
定
す
る

も
の
に
つ
い
て
、
域
内
住
民
が
同
一
の

料
金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ　

対
象
と
な
る
施
設
は
？

Ａ　

運
動
公
園
や
図
書
館
（
＊
２
）
が

主
体
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
や

す
ら
ぎ
の
里
小
川
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

市
民
利
用
等
の
優
先
は
？

Ａ　

市
の
主
催
事
業
や
市
内
団
体
が
開

催
す
る
大
会
等
つ
い
て
は
優
先
し
ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
童
数
は

Ｑ　

保
育
園
の
待
機
児
童
数
は
？

Ａ　

平
成
23
年
４
月
時
点
で
、
保
育
園

ま
で
の
距
離
や
通
勤
等
の
保
護
者
の
都

合
に
よ
り
、
空
き
の
保
育
園
に
は
入
ら

ず
、
待
機
と
な
っ
て
い
る
児
童
が
35
人

い
ま
す
。

Ｑ　

求
職
中
の
保
護
者
の
場
合
、
申
し

込
み
を
し
て
も
優
先
順
位
が
下
が
り
、

す
ぐ
に
は
保
育
園
に
入
れ
な
い
。
こ
の

た
め
雇
用
さ
れ
に
く
い
と
聞
く
が
？

Ａ　

入
園
後
３
カ
月
以
内
の
就
労
を
条

件
に
入
園
は
可
能
で
す
。

ス
ク
ー
ル
Ｓ
Ｗ
配
置
の
内
容
は

Ｑ　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
の
内
容
は
？

Ａ　

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
っ
た
方

１
名
を
教
育
委
員
会
に
配
置
し
ま
す
。

Ｑ　

活
動
内
容
、
期
待
さ
れ
る
役
割
は
？

Ａ　

学
校
の
要
請
に
よ
り
、
学
校
と
家

庭
の
間
に
入
り
、
問
題
を
抱
え
る
児
童
・

国
か
ら
の
緊
急
経
済
対
策
支
援
等

Ｑ　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
は
？

Ａ　

今
回
は
１
億
６
，
３
６
５
万
円

を
増
額
し
、
総
額
で
２
１
１
億
３
，

７
２
１
万
円
に
な
り
ま
す
。
主
な
も
の

は
、
国
か
ら
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
交

付
金
が
主
な
も
の
で
す
。

Ｑ　

交
付
金
の
内
容
は
？

Ａ　

き
め
細
か
な
交
付
金
は
、
事
業
費

１
億
３
，
３
５
０
万
円
の
う
ち
、
交
付

金
と
し
て
８
，
４
９
６
万
円
が
充
当
さ

れ
、
教
育
施
設
を
含
む
公
共
施
設
等
改

修
、
道
路
施
設
等
の
維
持
補
修
、
公
用

バ
ス
を
購
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
は
、
事
業
費
３
，
１
５
３
万
円
の

う
ち
、
交
付
金
と
し
て
３
，
０
０
３
万

円
が
充
当
さ
れ
、
図
書
・
Ｃ
Ｄ
購
入
を

は
じ
め
と
す
る
教
育
関
係
費
が
主
な
も

の
で
す
。

Ｑ　

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
点
検
と

ホ
ー
ス
の
交
換
等
の
経
過
状
況
は
？

Ａ　

平
成
21
〜
22
年
に
調
査
を
行
い
、

現
在
、
格
納
箱
が
５
４
５
基
、
ホ
ー
ス

等
１
３
６
１
本
が
管
理
下
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
年
次
計
画
で
古
い
順
か
ら
、

格
納
庫
の
修
繕
、
ホ
ー
ス
交
換
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　本会議で付託された 22 件の議案等について、３月 16 日から 17 日にかけて行われた各常任委員会
で審査しました。主な質疑応答の内容をお知らせします。

委員会 Ｑ＆Ａ
各委員会で付託された 22議案等を審査

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
関　口
小　川
大　宅
村　田
中　村
福　島

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
？
・
・
・
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
光
が
十
分
に
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
対
す
る
地
方
の
取
組
を
支
援
す
る
も
の
。
図
書
館
な
ど
知
の
地
域
づ
く
り
な
ど
の
分
野
の
取
組
の
た
め
に
利
用
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
山　口
岩　本
木名瀬
藤　井
山　本

＊１：県央９市町村
水戸・笠間・ひたちなか・
那珂・茨城・大洗・城里・
東海・小美玉

＊２：本市の対象施設
小川・玉里ＢＧ海洋セン
ター、小川・玉里運動公園、
希望ヶ丘公園、小川・玉
里図書館、やすらぎの里
小川
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生
徒
の
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
問
題
の
あ

る
部
分
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機

関
と
も
連
携
し
、
就
学
指
導
に
お
け
る
助

言
も
行
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
報
酬
の
財
源
は
？

Ａ　

国
の
交
付
金
を
目
的
基
金
と
し
て
積

み
立
て
、
こ
れ
を
報
酬
に
充
て
ま
す
。

玉
里
運
動
公
園
の
環
境
改
善
を

Ｑ　

行
政
懇
談
会
で
も
玉
里
運
動
公
園
の

遊
歩
道
に
は
木
が
繁
茂
し
、
日
中
も
薄
暗

い
と
の
意
見
が
あ
る
が
？

Ａ　

22
年
度
内
に
木
の
伐
採
や
枝
の
剪
定

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
23
年
度
か
ら
は

樹
木
等
の
管
理
委
託
業
務
の
エ
リ
ア
を
広

げ
る
た
め
の
予
算
増
額
分
も
計
上
し
て
お

り
、
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
整
備
の
臨
時
対
応
を
規
定
へ

Ｑ　

道
路
整
備
に
関
す
る
臨
時
対
応
の
内

容
は
？

Ａ　

原
則
、
幅
４
ｍ
未
満
の
道
路
に
つ
い

て
舗
装
等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
夏

の
豪
雨
に
よ
り
、
傾
斜
地
の
砂
利
敷
き
道

路
等
で
周
辺
農
地
等
に
流
出
し
た
経
過
が

あ
り
、
こ
う
し
た
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
に

つ
い
て
は
、
整
備
指
針
を
作
成
し
た
中
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

具
体
的
な
対
応
は
？

Ａ　

災
害
を
及
ぼ
す
区
間
に
つ
い
て
簡
易

舗
装
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

簡
易
舗
装
で
の
整
備
単
価
は
？

Ａ　

通
常
の
道
路
整
備
に
比
べ
て
、
お
お

よ
そ
２
分
の
１
程
度
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

用
地
買
収
が
な
い
分
、
長
い
距
離
を

整
備
で
き
る
の
か
？

Ａ　

簡
易
舗
装
で
は
路
盤
圧
が
弱
い
た

め
、事
故
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
も
な
り
、

行
政
と
し
て
積
極
的
に
行
う
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、
坂
道
や
交
通
量
、

重
車
両
の
通
行
が
少
な
い
場
所
で
、
災
害

を
生
じ
る
危
険
が
高
い
も
の
に
限
り
、
臨

時
的
な
対
応
と
し
て
簡
易
舗
装
を
し
て
い

本
市
産
業
経
済
の
活
性
方
策
は

Ｑ　

特
産
品
開
発
事
業
の
内
容
は
？

Ａ　

平
成
21
〜
23
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
事

業
と
し
て
、
特
産
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

助
成
の
中
身
は
？

Ａ　

市
内
産
品
を
使
用
し
た
農
畜
産
加

工
品
や
工
芸
品
等
の
開
発
経
費
に
対
し
、

20
万
円
を
限
度
に
経
費
の
３
分
の
２
を
、

ま
た
、
市
や
空
港
の
イ
ラ
ス
ト
等
を
表
示

し
た
包
装
紙
や
レ
ジ
袋
等
の
作
成
経
費
に

対
し
、
５
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
？

Ａ　

特
産
品
開
発
で
３
件
、
Ｐ
Ｒ
事
業
で

６
件
で
す
。

Ｑ　

新
規
就
農
者
へ
の
補
助
内
容
は
？

Ａ　

対
象
者
は
２
名
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
や

井
戸
の
設
置
、
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
の
費
用

に
つ
い
て
、
国
の
補
助
を
活
用
し
て
助
成

す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

栽
培
し
て
い
る
作
物
は
？

Ａ　

イ
チ
ゴ
と
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
で
す
。

く
と
い
う
考
え
で
す
。

Ｑ　

緊
急
車
両
の
通
行
を
考
慮
し
、
画
一

し
た
道
路
整
備
基
準
を
運
用
す
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、
一
方
で
、
こ
の
要
件
に

満
た
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
地
域
も
生
じ
て

お
り
、
地
域
か
ら
の
要
望
も
多
い
。
こ
う

し
た
救
済
策
に
よ
り
地
域
の
実
情
に
適か
な

う

道
路
行
政
を
期
待
し
て
い
る
。

生
活
排
水
事
業
の
被
災
影
響
は

Ｑ　

今
回
の
大
地
震
に
よ
り
停
電
が
発
生

し
、
汚
水
が
処
理
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ

た
と
思
う
が
？

Ａ　

汚
水
処
理
場
も
停
電
に
よ
り
停
止
状

態
で
し
た
が
、
断
水
に
よ
り
汚
水
量
も
少

な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
ゲ
ー
ト
が

自
然
に
閉
じ
る
仕
組
み
の
た
め
、
特
に
問

題
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
内
で
の
被
害
状
況
は
？

Ａ　

電
気
復
旧
後
、
現
地
確
認
を
行
い
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
全
て
作
動
し
て
い

ま
す
。
管
路
で
は
、
被
害
が
大
き
い
の
が

巴
南
部
処
理
場
付
近
の
貝
谷
地
区
で
、
液

状
化
が
発
生
し
、
現
在
、
仮
復
旧
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
道
路
の
陥
没
カ
所
が
散
見
さ
れ

る
の
で
、
今
後
、
詳
細
に
点
検
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

市
民
経
済

市
民
経
済
（委員）
萩　原
加　藤
野　村
戸　田
橋　本

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
？
・
・
・
不
登
校
や
家
庭
内
暴
力
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
に
対
し
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
、
ま
た
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
福
祉
的
な
視
点
か
ら
問
題
解
決
を
図
る
。

委員会ＱＡ

建　
　

設

建　
　

設
（委員）
笹　目
古　谷
荒　川
大和田
市　村
田　村

各種スポーツ施設のほかアスレチック
コースも設置され、市民にとって快適な
憩いの場としての利活用が図られるよう
期待される　　　　　　（玉里運動公園）
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審議結果

第１回定例議会　審議結果等一覧（全 37件）

No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 条例の制定（1件）
9 公の施設の広域利用に関する協定の
実施のための特例条例 ◎ 総 ◎

～広域連携協定を締結した 9市町村間において、施設の
　広域利用を実施するにあたり必要な事項を定める～

■ 条例の改正（8件）
10 告示式条例 ◎ 総 ◎
～告示及び公示に関する事務手続きについての条文整備～

11 特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例 ◎ 文 ◎

～地域自立支援協議会の設置～

12 特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例 ◎ 文 ◎

～保育所医、保育所歯科医の報酬額の見直し～

13 特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例 ◎ 文 ◎

～スクールソーシャルワーカーの設置～

14 基金条例 ◎ 文 ◎

～子ども環境改善支援基金の設置～

15 運動広場条例 ◎ 文 ◎

～市スケートボード場の廃止～

16 医療福祉費支給に関する条例 ◎ 文 ◎

～県医療福祉対策要綱の改正に伴う関係規定の改正～

17 霊園条例 ◎ 市 ◎

～市霊園の管理運営の適正な事務手続きを図るもの～

■ 23年度 当初予算（10件）
27 一般会計 ○ 予 ○

28 国民健康保険（事業、直診勘定） ◎ 予 ◎

29 後期高齢者医療保険 ◎ 予 ◎

30 下 水 道 ◎ 予 ◎

31 農業集落排水 ◎ 予 ◎

32 戸別浄化槽 ◎ 予 ◎

33 霊 　 園 ◎ 予 ◎

34 介護保険（事業・サービス勘定） ◎ 予 ◎

35 病 院 ◎ 予 ◎

36 水 道 ◎ 予 ◎

■ 請願・陳情（2件）
1 八ツ場ダム等水源開発の検証検討について × 建 ×

 紹介議員：福島ヤヨヒ
2 ＴＰＰ交渉参加反対に関する
緊急請願（追加） ◎ － －

 紹介議員：市村文男、藤井敏生

審
議
結
果
の
表
記
・
見
方
？
・
・
・「
審
査
委
員
会
」
総
：
総
務
、
文
：
文
教
福
祉
、
市
：
市
民
経
済
、
建
：
建
設
、
各
：
各
所
管
委
員
会
。「
賛　

否
」 

◎
：
全
会
一
致
で
可
決
（
ま
た
同
意
・
採
択
）、
○
：
賛
成
多
数
で
可
決
。
×
賛
成
少
数
で
否
決
。

No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 22年度 補正予算（9件）
19 一般会計 ○ 各 ○
  補正額：1億 6,365 万円↑　補正後額：211 億 3,721 万円
  繰越明許：9億 3,755 万円（5事業）

20 国民健康保険 ◎ 文 ◎
  [ 事業勘定 ]
      補正額：3,501 万円↓　補正後額 57 億 9,507 万円
  [ 直診勘定（白河診療所）]
      補正額：188 万円↓　補正後額 1億 9,215 万円

21 老人保健 ◎ 文 ◎
  補正額：35 万円↑　補正後額 417 万円

22 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎
  補正額：313 万円↑　補正後額：3億 5,403 万円

23 下 水 道 ◎ 建 ◎
  補正額：2億 5,311 万円↓　補正後額 15億 9,852 万円
  繰越明許：1,223 万円（1事業）

24 農業集落排水 ◎ 建 ◎
  補正額：4,543 万円↓　補正後額 9億 8,133 万円
  繰越明許：4億 2,402 万円（1事業）

25 戸別浄化槽 ◎ 建 ◎
  補正額：  －  万円　補正後額：6,925 万円

26 介護保険 ◎ 文 ◎
  [ 事業勘定 ]
      補正額 5,612 万円↓　補正後額：27 億 3,693 万円

40 一般会計（追加） ◎ － －
  補正額：  ー   万円　補正後額：211 億 3,721 万円

■ その他（5件）
18 非核平和都市宣言 ◎ 総 ◎
～市制 5周年を契機に市として改めて世界に向けて平和を
　希求する心を訴え続け人類の恒久平和実現に努力する～

37 市道路線の認定 ◎ 建 ◎
～市道玉 5329 号線～

38 市道路線の区域変更 ◎ 建 ◎
～市道小 30152 号線～

39 土浦石岡地方広域市町村圏協議会の
廃止について ◎ 総 ◎

41 監査委員の選任同意（追加） ◎ － －

～新たに村尾 實 氏を選任するもの～

■ 選挙（1件）
県後期高齢者医療広域連合議会議員
  当選：野村武勝

■ 議員発議（1件）
1 議案第 19 号 一般会計補正予算修正案 × － －

～繰越明許費のうち合併特例推進事業６億 9,926 万円の
　全額削除を求めるもの～
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議会広報おみたま 第 21 号

　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 　住みやすいまち目指して

１．山本　信子　（10 ページ）
　　  ① 高齢者の生活支援
 （答弁：保健福祉部長）
　　  ② 予防接種補助
 （答弁：保健福祉部長）
２．福島ヤヨヒ　（11 ページ）
　　  ① 市内中小業者の活性化を
 （答弁：都市建設部長、副市長）
　　  ② 公共施設の快適な維持と新施設のあり方
 （答弁：教育長）
　　  ③ 非正規職員の待遇改善を
 （答弁：総務部長）
　　  ④ 子ども達の声をどう実現するか
 （答弁：教育長）
３．萩　原　茂　（12 ページ）
　　  ① 財政状況
 （答弁：市長公室長）
　　  ② 再編交付金事業
 （答弁：都市建設部長、市長）
４．小川　賢治　（13 ページ）
　　  ① 広域幹線道路の整備状況
 （答弁：都市建設部長）
　　  ② 観光客の誘致拡大策
 （答弁：産業経済部長）

　　  ③ テクノパークへの企業誘致
 （答弁：産業経済部長）
５．橋本　政美　（14 ページ）
　　  ① 小美玉スポーツシューレ
 （答弁：市長、総務部長）
６．大和田智弘　（15 ページ）
　　  ① 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備計画
 （答弁：都市建設部長、市長）
　　  ② 急傾斜地崩壊対策
 （答弁：都市建設部長、市長）
　　  ③ セットバックの指導徹底
 （答弁：都市建設部長）
７．関口　輝門　（16 ページ）
　　  ① 指定管理者制度導入に伴う対応
 （答弁：保健福祉部長）
　　  ② 合併特例債の起債に関して
 （答弁：市長公室長）
８．戸田　見成　（17 ページ）
　　  ① 給食センター事業
 （答弁：教育次長）
　　  ② スポーツシューレ公園
 （答弁：教育次長、教育長）

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
。
質
問
は
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 　 　平成 23 年第 1回定例議会で行われた一般質問には、８名の議員が市政に関する 19 項目につい平成 23 年第 1回定例議会で行われた一般質問には、８名の議員が市政に関する 19 項目につい
て質問や提言を行いました。紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。て質問や提言を行いました。紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。
　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今定　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今定
例議会の会議録は６月ごろに発行の予定です。例議会の会議録は６月ごろに発行の予定です。

（3/24・石岡小美玉スマート IC 開通）（3/24・石岡小美玉スマート IC 開通）
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Ｑ .Ｑ . 高齢化で買い物難民が急増高齢化で買い物難民が急増
　　　　交通弱者へ細やかな支援を交通弱者へ細やかな支援を

　　Ａ . 地域経済への波及も視野　　Ａ . 地域経済への波及も視野
　　　　バスツアーを本格実施へ　　　　バスツアーを本格実施へ 山本　信子

Ｑ 

買
い
物
バ
ス
ツ
ア
ー
拡
充
策
は

　

日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
方
は
全
国

に
６
０
０
万
人
い
る
と
も
言
わ
れ
る
中
、

先
日
、
小
美
玉
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
た
買
い
物
バ
ス
ツ
ア
ー
の
模
様
が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
話
題
を
呼
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
、
今
後
、

市
と
し
て
支
援
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

本
事
業
は
、
社
協

が
市
民
か
ら
日
常
の
買
い
物
に
困
っ
て

い
る
等
の
声
を
受
け
、
市
バ
ス
を
使
用

し
試
験
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、

買
い
物
を
含
む
外
出
を
通
じ
て
、
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
介
護
予
防
に

も
寄
与
し
て
お
り
、
利
用
者
の
方
に
も

好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
小
川
、
美
野
里
、
玉
里

の
地
区
ご
と
に
月
１
回
ず
つ
、
定
員
20

名
で
実
施
し
、
昨
年
８
月
末
の
第
１
回

か
ら
本
年
２
月
ま
で
に
計
15
回
、
延
べ

２
３
１
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
格
実
施
に
向
け
た
社
協
内

部
の
体
制
づ
く
り
、
参
加
者
に
応
じ
た

コ
ー
ス
設
定
な
ど
障
が
い
を
持
つ
方
の

参
加
も
含
め
拡
充
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
よ
う
で
す
の
で
、
市
と
し
て
も
、

支
援
要
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
向
き

に
検
討
し
、
併
せ
て
、
地
域
経
済
の
活

性
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
も
商
工
会
等
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

地
デ
ジ
化
！
社
会
弱
者
へ
の
支
援
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

地
上
波
テ
レ
ビ
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

広
報
紙
や
説
明
会
等
を
通
じ
て
周
知
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
自
力
で
対

応
で
き
な
い
方
が
問
題
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
高
齢
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
早
々
に
、
社
協
や
民
生
委
員
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
世
帯
を

訪
問
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
く
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
各
世
帯
を
訪
問
す
る
中
で
、
国

で
行
う
無
償
で
の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
給

付
や
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
改
修
工
事
を
奨

め
て
お
り
、
現
在
、
市
独
自
の
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
動
向
等
を
踏

ま
え
、
必
要
性
を
鑑
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

　

 

早
期
実
施
・
全
額
補
助
で

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
３
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
の
開
始
に
向
け
て
、
実
施

医
療
機
関
の
選
定
や
、
国
の
基
準
単
価

に
基
づ
く
接
種
費
用
の
決
定
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
調
整
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
も
、
個
人
負
担
と
し
て

１
割
相
当
額
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ヒ
ブ
お
よ
び
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を

含
む
同
時
接
種
に
関
連
し
死
亡
事
例
が

全
国
で
数
例
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、

国
で
は
両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一
時
的

に
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。（
厚
労
省
で
は

３
月
24
日
、４
月
か
ら
の
接
種
再
開
を
決
定
）

　

市
と
し
て
は
、
対
象
年
齢
の
制
約
か

ら
未
接
種
者
の
拡
大
を
生
じ
な
い
対
応

を
望
み
ま
す
が
、
今
後
の
動
向
を
踏
ま

え
、
接
種
再
開
後
、
速
や
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
早
急
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
？
・
・
・
１
９
５
３
年
に
開
始
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
地
上
テ
レ
ビ
放
送
が
、
電
波
の
有
効
利
用
や
多
機
能
化
等
を
目
的
に
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
み
を
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と
本
年
７
月
25
日
に
全
面
移
行
。

高齢化に伴う交通弱者増大への対応
は喫緊の課題。
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一般質問

公
契
約
条
例
？
・
・
・
不
況
に
よ
る
受
注
競
争
の
激
化
を
受
け
、
自
治
体
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
に
お
い
て
、
労
働
者
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
の
保
護
や
工
事
等
の
品
質
の
確
保
を
狙
い
と
し
た
条
例
。

Ｑ 

市
内
業
者
の
積
極
活
用
を

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、
長
引
く

不
況
に
苦
し
む
地
元
の
中
小
業
者
を
救

済
し
、
地
域
経
済
の
活
性
を
促
す
た
め
、

地
元
業
者
を
介
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
助
成
制
度
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
、
制
度
化
さ
れ
て
は
い
る

が
、
小
規
模
工
事
等
へ
の
市
内
業
者
の

活
用
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
積
極
活
用
を
通
じ

て
、
市
民
・
地
元
業
者
が
元
気
に
な
る

施
策
を
一
体
的
に
展
開
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
は
、

４
市
に
お
い
て
耐
震
に
関
す
る
助
成

制
度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
一
般
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
神
栖
市
に
お

い
て
、
市
内
経
済
や
市
民
生
活
の
安
定

に
資
す
る
た
め
、
住
宅
の
改
良
・
改
修

工
事
へ
の
助
成
を
、
工
事
費
用
の
２
割
、

20
万
円
を
上
限
に
行
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
各
市
の
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
一
般
住
宅
へ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成

21
年
度
か
ら
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と

平
成
19
年
度
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

過
日
の
議
員
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

各
部
局
に
対
し
、
登
録
業
者
の
優
先
的

な
活
用
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
本
制
度
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

周
知
徹
底
し
、
積
極
的
な
運
用
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

労
働
者
の
適
正
な
身
分
保
障
を

　

 

業
務
委
託
事
業
者
等
へ
の
要
請
は

Ａ 

総
務
部
長　

市
が
発
注
す
る
公
共
事

業
や
委
託
契
約
に
際
し
て
は
、
可
能
な

限
り
に
お
い
て
、
地
域
の
育
成
・
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
業
者
の
受

注
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
低
価
格
の
受
注
に
よ
り
、
事

業
者
や
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
へ
の

し
わ
寄
せ
が
生
じ
る
懸
念
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
本
来
、
事
業
者
が
守
る
べ

き
最
低
賃
金
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
一
自
治
体
で
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、
国
レ
ベ
ル
で
の
然
る
べ

き
法
整
備
に
よ
り
解
決
を
図
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ . 地域経済の活性化を促すＱ . 地域経済の活性化を促す
　　　　市民が元気になる施策展開を市民が元気になる施策展開を

　　Ａ . 小規模工事等も含めた　　Ａ . 小規模工事等も含めた
　　　　　　　　住宅リフォーム助成を検討住宅リフォーム助成を検討 福島ヤヨヒ

し
て
、
耐
震
診
断
士
派
遣
へ
の
助
成
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
20

戸
に
対
し
て
、
１
戸
あ
た
り
の
診
断

費
用
３
２
，
０
０
０
円
の
う
ち
、
２
，

０
０
０
円
を
負
担
い
た
だ
き
、
残
り
を

国
・
県
・
市
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
派
遣
事
業
を
平
成
24
年

度
ま
で
実
施
予
定
で
す
の
で
、
こ
の
結

果
や
市
民
の
要
望
、
ま
た
、
先
進
地
に

お
け
る
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
実
施

状
況
等
を
踏
ま
え
、
小
規
模
工
事
等
の

内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
助
成
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ 

副
市
長　

小
規
模
工
事
登
録
者
制
度

に
つ
い
て
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模

工
事
等
に
お
い
て
、
市
内
業
者
へ
の
発

注
機
会
を
拡
大
し
、
ひ
い
て
は
地
域
経

済
の
活
性
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

小規模工事登録者制度の活用状況
項　目 活用状況

H22 件　数 17件
受注額 821 万

H21 件　数 15件
受注額 601 万

H20 件　数 15件
受注額 399 万

H19 件　数 24件
受注額 627 万

（平成 23年 3月 1日現在）



　   12
   平成 23 年 3月定例会

Ｑ .Ｑ . 市の借金 今後の推移は市の借金 今後の推移は
　　持続可能な財政運営を　　持続可能な財政運営を

　　Ａ .　　Ａ .財政収支の黒字化を目標に財政収支の黒字化を目標に
　　　　　　　　借金の縮減・負担適正化図る借金の縮減・負担適正化図る 萩　原　茂

Ｑ 

借
金
の
現
状
と
健
全
財
政
へ
の
考
え

　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
歳
入
の
安

定
増
が
見
込
め
な
い
中
、
特
に
大
規
模

な
公
共
事
業
に
関
し
て
は
、
真
に
必
要

な
事
業
か
、
市
民
の
意
見
は
反
映
さ
れ

た
か
な
ど
、
整
備
後
の
財
政
負
担
も
踏

ま
え
十
分
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
災
害
に
よ
る
不
測
の
事
態
へ
の

対
応
等
も
含
め
、
借
金
へ
の
依
存
を
考

慮
し
た
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財

政
運
営
へ
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

市
債
残
高
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
末
の
見
込
み
で
、
総
額

３
４
９
億
４
，
６
０
０
万
円
で
す
。
こ
の

内
訳
は
、
一
般
会
計
１
６
０
億
４
千
万

円
、
下
水
道
事
業
１
０
５
億
9
千
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
26
億
6
千
万
円
、

戸
別
浄
化
槽
事
業
４
，
６
０
０
万
円
、

水
道
事
業
53
億
7
千
万
円
、
病
院
事
業

２
億
５
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
新
た
な
市
債
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
世
代
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る

観
点
か
ら
、普
通
建
設
事
業
に
お
い
て
は
、

後
年
度
、
地
方
交
付
税
に
参
入
さ
れ
る
割

合
の
高
い
も
の
を
中
心
と
す
る
な
ど
、
そ

の
活
用
に
際
し
て
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
返
済
に
は

将
来
世
代
が
支
払
う
税
金
が
充
て
ら
れ
る

た
め
、
過
度
の
負
担
転
嫁
と
な
ら
ぬ
よ
う

事
業
費
の
圧
縮
に
も
努
め
て
お
り
、ま
た
、

各
年
度
に
お
い
て
、
借
金
返
済
額
以
上

の
新
た
な
市
債
発
行
を
抑
制
し
、
後
年
度

に
交
付
税
に
算
入
さ
れ
な
い
市
債
の
発
行

は
し
な
い
こ
と
等
と
併
せ
て
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）
の

黒
字
化
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
末
で
約
18
億
円
の
残
高
と
な

る
見
込
み
で
す
。
本
来
、
予
算
総
額
の

10
％
を
目
標
と
す
べ
き
も
の
で
す
の
で
、

財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
5

年
間
で
25
億
円
を
目
標
に
し
ま
す
。

Ｑ 

生
活
環
境
改
善
を
第
一
に

　

 

基
地
周
辺
対
策
へ
の
考
え
は

Ａ 

市　

長　

再
編
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
米
軍
再
編
に
伴
う
共
同
訓
練

に
よ
り
、
基
地
周
辺
地
区
に
与
え
る
影

響
に
特
に
配
慮
し
て
い
く
た
め
、
最
優

先
で
地
元
の
要
望
に
答
え
る
べ
く
事
業

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
10
ヵ
年

で
23
億
円
の
交
付
を
受
け
る
時
限
的
な

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
環
境
等
の
整
備
を
進
め

る
上
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
一
般
財
源

や
有
利
な
補
助
事
業
を
活
用
し
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
予
算
と
時
間
の
中
で
、
最

大
限
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
も
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
議
員
各
位
の

ご
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
協
力
体
制
の
も
と
で
本
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）
？
・
・
・
借
金
を
除
い
た
収
入
か
ら
、
過
去
に
し
た
借
金
へ
の
返
済
部
分
を
除
い
た
支
出
を
差
し
引
い
た
も
の
で
、
こ
の
黒
字
化
が
健
全
財
政
の
前
提
条
件
と
な
る
。

基地等の設置に伴う周辺住民
への影響に配慮するため、再
編交付金により整備される地
区公民館　　　（南原公民館）

「市の借金」今後３カ年の推移（会計別）（単位：万円）
項　目 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

一般会計 残　高 178億 9,700 200 億　400 203 億 9,100
返済額 13億 3,100 13 億 3,000 13 億 5,700

生活排水
３会計

残　高 132億 6,600 132 億 4,800 130 億 9,700
返済額 5億 1,900 4 億 8,000 5 億　300

水道会計 残　高 54億 8,700 58 億 5,600 61 億　200
返済額 2億 8,100 1 億 7,600 1 億 5,300

病院会計 残　高 2億　200 1 億 8,600 1 億 6,600
返済額 4,500 1,500 2,000
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Ｑ 

観
光
客
の
誘
致
拡
大
策
は

　

近
年
、
都
市
と
農
林
漁
村
の
交
流
を

通
じ
た
体
験
型
観
光
が
注
目
を
集
め
、

ま
た
、
本
市
内
に
お
い
て
は
霞
ケ
浦
、

茨
城
空
港
、
百
里
基
地
航
空
自
衛
隊
の

飛
行
訓
練
を
目
玉
と
し
て
、
周
辺
地
域

と
の
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
総
合
計
画
の
中

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
の
観
光
に
対
す
る
意

識
は
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
の

主
体
的
な
関
与
を
促
し
な
が
ら
、
観
光

客
の
誘
致
拡
大
、
観
光
拠
点
の
創
出
に

向
け
た
考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

茨
城
空
港
は
開
港

か
ら
１
周
年
を
迎
え
、
２
月
末
現
在
、

86
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
を
記
録
し
、

茨
城
県
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
３
月

19
日
に
は
北
関
東
道
の
全
線
開
通
、
さ

ら
に
３
月
24
日
に
は
念
願
の
石
岡
小
美

玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
供
用
開
始
さ
れ
る

な
ど
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
進
展
し
、

栃
木
・
群
馬
の
北
関
東
３
県
を
は
じ
め

と
す
る
広
域
的
な
交
流
拡
大
へ
の
期
待

が
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ
や
交

流
促
進
の
場
と
し
て
、（
仮
称
）
茨
城
空

港
「
空
の
駅
」
整
備
を
計
画
し
、
現
在
、

全
国
１
位
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
も
、
企
業
誘
致
に
成
功
し

て
い
る
県
と
言
え
ま
す
が
、
一
方
で
、

本
市
を
含
む
県
央
地
域
へ
の
過
去
５
年

間
の
立
地
面
積
は
県
全
体
の
６
％
、
件

数
で
も
8.3 

％
と
低
迷
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
、
本
市
内

に
事
業
所
等
を
有
す
る
企
業
２
２
０
社

に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

茨
城
空
港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
関
心
の
あ

る
36
社
に
対
し
、
企
業
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
、

関
西
・
中
京
方
面
を
中
心
に
産
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
新
聞
・
経
済
誌

へ
の
公
告
掲
載
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
経
済
情
勢
の
中
、
誘
致
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
内
外
に
お
け

る
空
路
・
陸
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
進
展
を

受
け
て
、
誘
致
実
現
の
可
能
性
は
高
ま

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
平
成
23
年

度
に
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
や
進
出
動
向
を

把
握
す
る
た
め
、
誘
致
対
象
企
業
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
み
、
経
済
情
勢

の
回
復
の
兆
し
が
見
え
た
際
に
は
、
乗

り
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
誘
致
活
動
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ .Ｑ . 魅力ある地域資源を再認識し魅力ある地域資源を再認識し
　　観光客・企業誘致の対策は　　観光客・企業誘致の対策は

　　Ａ . 新たな交流拠点を起点に　　Ａ . 新たな交流拠点を起点に
　　　　市民と一体で魅力を発信　　　　市民と一体で魅力を発信 小川　賢治

平
成
24
年
度
内
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
霞
ケ
浦
を
活
用
し
た
新
た
な

交
流
空
間
の
形
成
を
は
じ
め
地
域
資
源

を
活
か
し
た
着
地
型
観
光
の
開
発
等
を

通
じ
て
、
本
市
の
特
産
品
や
観
光
資
源

な
ど
新
た
な
魅
力
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
観
光
拠
点
の
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
観
光
・
商
工
業
関
係
者
を
は
じ
め

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 
茨
城
空
港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の

 　

企
業
誘
致
の
取
組
・
成
果
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

本
県
へ
の
工
場
立

地
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
か
ら
10
ヵ

年
の
企
業
立
地
面
積
、
平
成
17
年
か
ら

21
年
ま
で
の
県
外
企
業
の
立
地
件
数
が

一般質問

石
岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
？
・
・
・
石
岡
市
（
正
上
内
地
内
）
と
小
美
玉
市
（
大
谷
地
内
）
の
境
界
に
設
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
、
24
時
間
、
上
下
線
フ
ル
ア
ク
セ
ス
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
平
成
23
年
３
月
24
日
15
時
か
ら
供
用
開
始
。

スマート IC の開通により国道 6号の渋
滞緩和や茨城空港へのアクセス向上な
どが期待される
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Ｑ 

住
民
投
票
で
市
民
の
判
断
を

　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
構
想
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
市
民
の
合
意
が
得
ら

れ
ず
計
画
だ
け
が
先
行
し
て
お
り
、
昨

年
暮
れ
の
県
議
選
の
結
果
は
、
そ
の
不

満
が
表
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
本
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、

住
民
投
票
に
よ
り
市
民
の
判
断
を
仰
ぐ

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 

総
務
部
長　

近
年
、
地
域
の
重
要
な

問
題
に
つ
い
て
、
直
接
、
住
民
の
意
思

を
問
う
住
民
投
票
を
実
施
し
、
こ
の
結

果
を
積
極
的
に
自
治
体
運
営
に
反
映
さ

せ
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
議
会
の
解
散
や
首
長
・
議
員
の
解

職
を
問
う
直
接
請
求
の
場
合
等
に
つ
い

て
は
法
に
規
定
さ
れ
る
も
の
の
、
個
別

施
策
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
つ
い

て
、
法
的
な
裏
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
住
民
の
利
害
に
関
連
す
る

重
要
な
行
政
事
項
に
つ
い
て
、
直
接
、

住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
も
の
で
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
尊
重
す
る
の
は
当
然

と
考
え
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
地
方
自
治

の
常
態
で
あ
る
議
会
制
民
主
主
義
を
補

完
す
る
１
つ
の
手
法
で
す
の
で
、
現
行

制
度
の
中
で
は
議
会
の
議
決
が
自
治
体

に
お
け
る
最
終
判
断
と
し
て
最
も
尊
重

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ 

市　

長　

住
民
投
票
制
度
は
、
あ
く

ま
で
も
議
会
制
間
接
民
主
主
義
を
補
完

す
る
た
め
、
市
民
の
意
思
を
把
握
す
る

制
度
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
行
政
懇
談
会
を
は
じ
め
各
種
の
会

合
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
意
見
を
直
接

聴
く
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
市
民
か
ら
直
接
賛
否
を
と
る
の

で
は
な
く
、
多
様
な
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
反
対
の
声
が
あ
る
が

Ａ 

市　

長　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
基

本
構
想
を
策
定
以
来
、
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

説
明
会
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
、

丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。   

ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
関
係
予
算
等
を
議
決
い
た
だ

い
て
き
た
わ
け
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
業
凍
結
な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
内

容
と
異
な
る
解
釈
の
情
報
が
市
民
間
に

広
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
誤
解
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
が
十
分
で
な
か
っ

た
と
真
摯
に
反
省
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ .スポーツシューレ事業推進は
　　住民投票で判断すべきでは

　　Ａ . 議会の議決が最終判断
　　　　引き続き多様な意見踏まえる 橋本　政美

Ｑ 

計
画
変
更
・
中
止
の
考
え
は

Ａ 

市　

長　

こ
れ
ま
で
、
本
事
業
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
国
・
県
補
助
金
等
の
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
決
定

な
ど
の
法
手
続
き
も
完
了
し
、
都
市
公
園
と

し
て
の
位
置
づ
け
も
確
定
し
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
本
事
業
の
取
り
止
め
や
大
幅
変
更

は
法
的
に
も
困
難
で
あ
り
、
国
・
県
の
信

頼
を
損
な
い
、
今
後
の
市
政
運
営
へ
の
影
響

な
ど
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
な
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
非
常
に
難
し
い
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
と
し
て
、
①
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く

総
合
的
な
運
動
施
設
と
す
る
べ
き
、
②
も
っ

と
市
民
利
用
に
目
を
向
け
る
べ
き
、
③
維

持
管
理
費
の
将
来
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
、

④
市
民
協
働
の
体
制
づ
く
り
を
構
築
す
べ

き
な
ど
の
ご
指
摘
に
応
え
る
た
め
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
の
設
置
や
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
施

設
配
置
な
ど
、
計
画
の
一
部
見
直
し
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
基
本
計
画
時
に

算
定
し
た
維
持
管
理
費
に
お
け
る
市
の
負

担
が
、
当
初
段
階
で
約
６
千
万
円
が
２
分

の
１
程
度
に
、
安
定
期
段
階
で
約
４
千
万

円
が
３
分
の
１
程
度
に
改
善
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
市
民
の
さ
ら
な
る
利
活

用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一般質問

住
民
投
票
条
例
（
常
設
型
）
？
・
・
・
自
治
体
独
自
に
住
民
投
票
の
対
象
事
項
や
実
施
要
件
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
き
、
要
件
を
満
た
せ
ば
住
民
か
ら
の
発
議
で
も
、
議
会
の
議
決
を
経
ず
に
実
施
す
る
こ
と
等
を
規
定
。
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Ｑ .特例債や民活を有効利用し
　　霞ケ浦沿岸整備の早期着手を

　　Ａ . 湖岸公園の整備に着手
　　　　住民の声を踏まえ進める 大和田 智弘

Ｑ 

好
機
に
乗
じ
た
早
期
整
備
を

　

総
合
計
画
の
中
で
「
水
の
交
流
エ
リ

ア
」
に
定
め
る
霞
ヶ
浦
周
辺
地
域
に
つ

い
て
は
、
優
先
的
に
施
策
・
事
業
を
展
開

す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
具
体
化

す
る
た
め
に
霞
ケ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　

茨
城
空
港
の
開
港
や
北
関
東
道
の
全
線

開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
網
が
進
展
す
る

今
、
こ
の
好
機
に
乗
じ
て
、
合
併
特
例
債

や
民
間
活
力
の
利
用
し
な
が
ら
、
早
急
に

集
客
に
結
び
つ
け
る
思
い
切
っ
た
整
備
を

実
施
し
、
こ
の
風
光
明
媚
な
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

平
成
22
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
霞
ケ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施

設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
権
現
山
お

よ
び
大
井
戸
地
区
に
あ
る
豚
舎
跡
地
に

お
い
て
、
地
域
特
性
を
活
用
し
、
水
の

交
流
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
交
流
拠
点
を

整
備
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
次
計
画
は
、
１
期
か
ら
３
期

に
分
け
ら
れ
、
第
１
期
に
つ
い
て
は
、

５
年
程
度
を
目
途
に
基
盤
と
な
る
施
設

整
備
を
行
う
も
の
と
し
て
お
り
、
今
年

度
は
、
大
井
戸
地
区
に
計
画
さ
れ
る
湖

岸
公
園
の
整
備
に
着
手
す
る
た
め
、
用

地
測
量
お
よ
び
基
本
設
計
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
実
施
設
計

を
行
い
、
早
期
に
事
業
整
備
手
法
や
管

理
運
営
に
つ
い
て
検
討
の
う
え
、
順
次

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

狭
あ
い
道
路
の
積
極
解
消
を

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

狭
あ
い
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
現
況
調
査
を

行
い
、
積
極
的
に
解
消
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
住
宅
が
密
集
し
道
路
幅
が
４

ｍ
未
満
の
地
域
に
お
い
て
は
、
災
害
時

の
救
急
活
動
等
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

も
予
想
さ
れ
、
安
心
安
全
な
住
環
境
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の
解
消
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
後
退
部
分
の
用
地
取
得

や
工
作
物
・
樹
木
等
の
撤
去
等
に
か
か

る
補
助
制
度
の
導
入
を
含
め
て
、
先
進

自
治
体
に
お
け
る
状
況
や
、
本
市
に
お

い
て
実
施
し
た
場
合
の
課
題
等
を
整
理

し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
各
方
面
と

協
議
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
は

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

現
在
、
市
内
に
お

い
て
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
カ
所
と
し

て
、
県
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、

小
川
地
区
に
５
カ
所
、
玉
里
地
区
に
６

カ
所
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
全
体
延
長
２
，
５
３
０
ｍ
の
う
ち

８
９
９
ｍ
の
整
備
が
終
了
し
て
お
り
、

平
成
23
年
度
は
、
恵
比
寿
地
区
で
31
ｍ

が
予
定
さ
れ
、
同
地
区
の
整
備
は
終
了

し
ま
す
。

　

上
高
崎
弁
財
天
地
区
に
つ
い
て
は
、

過
日
、
県
に
整
備
実
施
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
、
同
地
区
に
お

け
る
一
部
崩
壊
の
経
過
を
踏
ま
え
、
早

急
な
整
備
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

北
関
東
自
動
車
道
の
全
線
開
通
？
・
・
・
平
成
23
年
３
月
19
日
の
15
時
か
ら
未
開
通
で
あ
っ
た
佐
野
〜
太
田
間
が
開
通
し
、
群
馬
県
高
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
ま
で
の
総
延
長 

約
１
５
０
km 

が
全
線
開
通
と
な
っ
た
。

総合計画の基本構想の一つ、「水の交流
エリア」の拠点となる霞ヶ浦
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一般質問

実
質
公
債
費
比
率
？
・
・
・
１
年
間
で
自
由
に
使
え
る
収
入
を
、
ど
の
く
ら
い
借
金
返
済
に
充
て
た
か
を
見
る
数
値
で
、
こ
の
過
去
３
年
の
平
均
値
と
し
て
算
出
す
る
。
平
成
21
年
度
決
算
時
の
本
市
の
数
値
は
13
・
５
％
。

Ｑ 

保
健
施
設
へ
の
制
度
導
入
の
意
義
は

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施
設
を

民
間
事
業
者
等
に
管
理
運
営
さ
せ
る
こ
と

で
、
更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ

る
も
の
で
あ
る
が
、
本
年
４
月
か
ら
、
市

内
３
つ
の
保
健
施
設
へ
の
導
入
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。
ま
た
、
導
入
後
の
事
業

評
価
を
含
め
、
設
置
者
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
関
与
し
て
い
く
の
か
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

４
月
か
ら
市
内
３

つ
の
保
健
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
市

が
行
っ
て
き
た
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
管
理
者
に
選
任
し
た
「
小
美
玉

社
会
福
祉
協
議
会
」
へ
委
ね
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
健
康
増
進
課
、

福
祉
事
務
所
が
担
当
す
る
業
務
は
、
同

施
設
内
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
管
理
運
営

経
費
は
圧
縮
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
行
革
推

進
に
よ
り
人
員
確
保
が
厳
し
い
中
に
お

い
て
も
、
昨
今
の
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
増
進
事
業
や

介
護
予
防
等
に
関
す
る
業
務
は
増
加
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
新
規
事
業
に
も
前
向
き

に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
施
設
管
理
を
担
う

社
協
と
し
て
も
、
こ
れ
を
契
機
に
、
新

た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

や
障
害
者
自
立
支
援
事
業
、
独
自
の
収

益
事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、

土
日
・
祭
日
等
の
施
設
の
有
効
活
用
と

併
せ
て
、
総
合
的
な
福
祉
施
設
と
し
て

の
利
便
性
向
上
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
底
上
げ
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、

協
力
体
制
の
中
、
責
任
を
持
っ
て
館
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

管
理
料
の
積
算
根
拠
・
事
業
評
価
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

指
定
管
理
料
の
算

出
に
つ
い
て
は
、
３
施
設
の
過
去
３
年

間
の
収
支
状
況
を
も
と
に
、
予
算
分
類

を
し
、
使
用
料
な
ど
の
歳
入
分
を
差
し

引
い
た
上
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
保

健
福
祉
施
設
運
営
協
議
会
を
中
心
に
移

行
に
伴
う
課
題
等
を
協
議
し
、
選
定
委

員
会
の
中
で
、
社
協
同
席
の
も
と
、
選

定
基
準
に
従
い
細
部
の
事
情
聴
取
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
運
営
に
関
し
て

も
、
運
営
協
議
会
の
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ .指定管理者制度導入による
　　住民福祉向上への効果検証は

　　Ａ .管理運営費の圧縮ないが
　　　　周辺事業含め福祉向上に寄与 関口　輝門

Ｑ 

多
額
に
及
ぶ
合
併
特
例
債

　

 

将
来
負
担
の
想
定
・
対
策
は　

 

Ａ 

市
長
公
室
長　

合
併
特
例
債
は
、
事

業
費
の
95
％
ま
で
借
り
入
れ
で
き
、
こ

の
う
ち
７
割
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ

れ
、
実
質
、
残
り
の
３
割
が
市
の
借
金

と
な
る
た
め
、
公
債
費
比
率
の
算
定
に

も
有
利
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
場
合
、
こ
の
起
債
可
能
額

は
約
２
０
０
億
円
で
す
が
、
実
質
公

債
費
比
率
を
18
％
以
内
と
す
る
た
め
、

１
３
５
億
円
を
限
度
額
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
新
た
な
財
政
需
要
が
生
じ
た
場

合
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
等
を
考
慮
し

て
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
特
例
債
を
圧
縮
す
る
た
め
の

国
県
補
助
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
で
は
、
予
定
す
る
特
例
債
事

業
費
約
25
億
円
の
う
ち
約
６
億
円
の
交

付
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
県
で
は
、
合

併
市
町
村
を
支
援
す
る
た
め
、
７
億
円

を
限
度
に
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
併
特
例
債
は

借
金
で
あ
り
、
新
市
建
設
計
画
を
基
本

に
、
合
併
に
必
要
な
事
業
と
の
認
識
を

踏
ま
え
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ . 給食提供の集約化に伴うＱ . 給食提供の集約化に伴う
　　　　危機管理への対策は万全か危機管理への対策は万全か

　　Ａ .　　Ａ . 衛生管理マニュアル基本に衛生管理マニュアル基本に
　　　　　　　　各工程間の連携強化を図る各工程間の連携強化を図る

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
考
え
を
踏

ま
え
、
災
害
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
整
備
に
伴
う

　

 

自
然
環
境
保
全
へ
の
対
応
は

　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
整
備
に
伴

い
環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、

こ
の
エ
リ
ア
に
は
希
少
動
植
物
の
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
基
本
計
画
に
は

環
境
と
の
共
生
を
理
念
に
掲
げ
、
自
然

環
境
の
保
全
を
通
じ
た
学
習
の
場
と
し

て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
わ
け
で
あ
る
が
、

法
に
基
づ
く
然
る
べ
き
環
境
へ
の
配
慮

は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

教
育
次
長　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公

Ｑ 

給
食
セ
ン
タ
ー
危
機
管
理
対
策
は

　

昨
年
９
月
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
が
運

営
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的

に
給
食
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
た
一
方
、

こ
の
集
約
化
に
伴
い
危
機
発
生
時
の
被

害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
層
の
危
機

管
理
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

食
材
汚
染
や
水
道
の
断
水
を
は
じ
め
自

然
災
害
も
含
め
た
様
々
な
危
機
へ
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 
教
育
次
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
危
機

管
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
文
科
省
で
定

め
る
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
準
用

す
る
ほ
か
、
市
と
し
て
も
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く

徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
下
で
学
校
給
食

を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
校
給
食
の
提
供
に
は
、
食
材
の
仕

入
れ
、
調
理
、
配
送
等
を
通
し
て
、
安

心
安
全
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

学
校
給
食
に
携
わ
る
全
て
の
職
員
の
細

部
に
わ
た
る
点
検
お
よ
び
協
力
連
携
が

必
要
で
す
の
で
、
人
的
被
害
を
最
小
限

に
す
る
と
と
も
に
、
各
過
程
で
発
生
し

た
事
故
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
お
い
て
は
、
様
々

な
災
害
、
ま
た
、
そ
の
規
模
に
応
じ
た

園
整
備
に
伴
う
環
境
調
査
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
３
月
か
ら
１
年
間
か
け
て
、

季
節
ご
と
に
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の

あ
る
項
目
、
水
質
、
動
物
、
植
物
、
生

態
系
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
公
園
整
備
計
画
に
対
す
る
環

境
影
響
評
価
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
法

に
よ
る
義
務
付
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

周
辺
の
自
然
環
境
に
特
に
配
慮
す
る
た

め
、
市
が
任
意
で
独
自
に
行
っ
た
も
の

で
、
法
に
準
じ
て
、
県
の
環
境
専
門
家

に
意
見
を
求
め
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
市

内
の
環
境
調
査
団
体
と
も
季
節
毎
の
調

査
に
お
い
て
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
進

め
て
き
て
お
り
、
本
事
業
に
お
け
る
環

境
保
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
ご
理

解
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
工
事
実
施
段
階
や
供
用
後
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
評
価
結
果
に
基
づ

く
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
、
引

き
続
き
、
専
門
家
や
市
内
環
境
団
体
等

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

戸田　見成

環
境
影
響
評
価
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
？
・
・
・
一
定
規
模
以
上
の
開
発
事
業
を
実
施
す
る
前
に
、
事
業
者
自
ら
が
周
辺
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
い
く
た
め
の
一
連
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
法
律
で
規
定
さ
れ
た
も
の
。

一般質問

小川・美野里地区の小中学校等に約
5,000 食分の給食を供給する小美玉給
食センター。昨年 9月から運用開始さ
れる
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   平成 23 年 3月定例会

活動日誌
　

１  

月
  

４
日 
御
用
始
あ
い
さ
つ

  

５
日 
日
韓
親
善 

合
同
新
年
会

 

百
里
基
地 
賀
詞
交
歓
会

  

６
日 

明
日
の
茨
城
づ
く
り
新
春
の
つ
ど
い

  

７
日 

小
美
玉
市 

賀
詞
交
歓
会

  

８
日 

消
防
出
初
式

  

９
日 

成
人
式

  

10
日 

新
春
歩
け
歩
け
大
会

  

14
日 

市
町
村
負
担
金
審
議
会

  

15
日 

区
長
会 

新
年
会

  

17
日 

第
１
回 

臨
時
議
会

  

18
日 

学
校
規
模
配
置
適
正
化
検
討
委
員
会

  

20
日 

県
市
議
会
議
長
会 

定
例
会

  

21
日 

県
市
議
会
議
長
会 

講
演
会

  

24
日 

議
員
定
数
等
検
討 

特
別
委
員
会

  

25
日 

県
東
市
議
会
議
長
会 

視
察
研
修
（
〜
26
日
）

  

26
日 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

新
年
会

  

27
日 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

役
員
新
年
会

  

28
日 

県
市
議
会
議
長
会 

議
員
研
修
会

 

百
里
基
地
周
辺
市
町
村
協
力
会 

新
春
防
衛
懇
話
会

  

30
日 

書
初
め
大
会 

表
彰
式

  

31
日 

農
業
委
員 

新
年
会

　

２  

月

  

４
日 

梅
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
来
市

 

霞
ヶ
浦
北
岸
水
質
浄
化
推
進
協
議
会 

視
察
研
修

 

霞
台
厚
生
施
設 

定
例
会

  

６
日 

駅
伝
競
走
大
会

  

８
日 

茨
城
空
港
推
進
委
員
会 

視
察
研
修
（
〜
10
日
）

  

10
日 

か
し
て
つ
沿
線
地
域
公
共
交
通
戦
略
会
議

 

学
校
規
模
配
置
適
正
化
検
討
委
員
会

  

14
日 

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

 

公
共
交
通
検
討
委
員
会

  

15
日 

空
の
駅
整
備
構
想
策
定
委
員
会

 

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

定
例
会

  

17
日 

予
算
内
示
会

 

農
振
協
議
会

  

18
日 

産
業
祭 

実
行
委
員
会

 

湖
北
環
境
衛
生
組
合 

定
例
会

  

19
日 

区
長
会
懇
談
会

  

22
日 

病
院
事
業
運
営
協
議
会

 

国
保
運
営
協
議
会

 

学
校
規
模
配
置
適
正
化
検
討
委
員
会

 

茨
城
美
野
里
環
境
組
合 

定
例
会

  
23
日 

鉾
田
・
行
方
市
議
会 

空
港
関
係
委
員
会 

合
同
研
修
会

 
茨
城
地
方
広
域
環
境
組
合 

定
例
会

  

25
日 
観
光
魅
力
づ
く
り
講
演
会

　

３  

月

  

２
日 

議
会
運
営
委
員
会

  

５
日 

小
川
地
区
交
番 
開
所
式

 

茨
城
空
港
開
港
１
周
年
記
念 

空
の
市

  

９
日 

市
内
中
学
校 

卒
業
式

  

17
日 

市
内
幼
稚
園 

卒
園
式

  

18
日 

市
内
小
学
校 

卒
業
式

  

23
日 

湖
北
水
道
企
業
団 

定
例
会

  

28
日 

社
協 

理
事
・
評
議
員
会

次の定例議会は６月３日（金）１３時３０分  開会 します次の定例議会は６月３日（金）１３時３０分  開会 します

定例議会
日 程 会議等の主な内容

傍　聴

議　　場 モニター
中　　継

６月３日
（金）

本会議
（行政報告、議案説明） 可 有

  ７. ８日
（火、水）

本会議
（一般質問、議案質疑） 可 有

９日
（木）

委員会（～ 16日） 要確認 無

17 日
（金）

本会議
（報告、採決） 可 有

  議会の傍聴 お待ちしています！議会の傍聴 お待ちしています！

＊議場は本庁舎 3 階にあります。議場内で

　の傍聴には簡単な受付（氏名・住所等の

　記入）が必要です。

＊本庁舎・各支所に設置するＴＶモニター

　でも本会議の同時放映を行っています。

　ご自由にご覧いただけます（受付不要）。

＊委員会等の詳しい日程は、定例議会の開

　会日以降、ホームページをご覧いただく

　か議会事務局までお問合せください。
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皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►茨城空港が開港して 1年となり、国内はもとより海外からも注目され嬉しく思うとともに、一市民として不
　法投棄等にも注意し合い、きれいな街づくりに努めたいものです。（飯前・女性）
►前号に合併後の税配分の問いに表がありましたが、よく分かりません。もっと分かりやすく。（女性・野田）
►前号の市税収入推移を見て、収入額は年々減少していることを知りました。私ども家庭の家計簿も収入範囲内
　でのやりくりで苦労がいっぱいですが、「必要」という従来の考えを「必要の中の不必要」といった改革の目
　で見つめていかなければならないと戒めています。小美玉市において、３市合併のメリットを最大限に活かし、
　赤字破綻とならないよう様々な必要に目を光らせて、改革を推進していただきたいと思います。（西郷地・女性）
►行政について様々な面があることを定例議会の一般質問により知ることが出来て大変参考になる。私自身も受
　身ではなく能動的に行政について考えていきたい。（野田・女性）
►対象年齢の娘がいるので、子宮頸がんの予防注射（高額なので）の公費負担が決まって良かったです。ただ、
　1割負担なのが残念です。すでに実施されている多くの市町村は全額補助のはずです。（江戸・女性）
►水戸から玉里に引越して、第 2の人生として、土地を購入して小さな家を建てました。引越してきた当初、工
　務店の方より下水道が２，３年後には完備される予定だと話しを聞きました。今年で 7年になりますが、いま
　だに工事の予定はなさそうです。合併後の都合があるかもしれませんが、なるべく早い時期に工事にとりかかっ
　て下さることを願います。（栗又四ケ・女性）

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています

クイズ・声

　 第１９回プレゼントクイズ　　 第１９回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 21 号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、森のレストラン “ キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  平成 23 年度当初予算の総額は○○○億 7,574 万円？。
　　問 ②  石岡小美玉スマート IC が開通したのは○月○日？。
　　問 ③  次回の平成 23 年 第 2 回定例議会の開会日は 6月○日？。

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２３年 6月 1日（水）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   　   第１８回クイズの当選者第１８回クイズの当選者
　　3８通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　　矢口　圭子 さん　増山　園子 さん　
　　千葉　和子 さん　長島　　威　 さん  
　　木村　　恵　 さん　金澤　一恵 さん
　　須貝　芳子 さん　大野　幸枝 さん
　　酒川　孝子 さん　田村　　結　 さん

第１８回クイズの正解
  問① 平成 22年第 4回定例議会で審議された
　　  議案等は全部で○○件？ 　　 [ 答 → 31 件 ]
  問②  ２月より茨城空港から定期就航となるのは
 　　  新○歳空港と中部国際空港？  [ 答 → 新千歳 ]
  問③  平成 23年第 1回 定例議会の開会日は？
   　　　　   [ 答 → ３月３日 ]
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未曾有のマグニチュード 9.0 の余波未曾有のマグニチュード 9.0 の余波
は、市内の至る所に大きな爪跡を残は、市内の至る所に大きな爪跡を残
したした

市 内 11 カ 所 の 避 難 所 に 延 べ市 内 11 カ 所 の 避 難 所 に 延 べ
１９５０人が退避。地元企業や地域１９５０人が退避。地元企業や地域
住民の方々に支援いただき、様々な住民の方々に支援いただき、様々な
救援物資等の提供を受けた　救援物資等の提供を受けた　

第２回臨時議会第２回臨時議会    審議結果審議結果（１０件（１０件））
No 議案名　～主な内容～

１ 国民健康保険税条例を改正する条例　（専決処分）
　～地方税法等の一部改正に伴うもの～

２ 国民健康保険条例を改正する条例　（専決処分）
　～出産育児一時金 39万円を恒久的に改正～

３ Ｈ２２  一般会計補正予算　（専決処分）
　財源内訳補正　繰越明許補正

４ Ｈ２２  農業集落排水事業補正予算　（専決処分）
　繰越明許補正

42
東日本大震災住宅災害見舞金支給条例の制定
　～住宅災害を受けた市民に見舞金として 2万円を支給～
　（※災害住宅の改築または修理等の費用が 30万円以上かかるもの）

43 Ｈ２３  一般会計 補正予算　補正額：4億 4,582 万円

44 Ｈ２３  下水道事業特別会計 補正予算　補正額：1億 7,200 万円

45 Ｈ２３  農業集落排水事業特別会計 補正予算　補正額：1億 9,300 万円

46 Ｈ２３  戸別浄化槽事業特別会計 補正予算　補正額：300 万円　

47 Ｈ２３  病院事業会計補正予算　～医療センター耐震診断委託料（1千万円）を増額～

市単独の住宅災害見舞金を支給へ市単独の住宅災害見舞金を支給へ
災害復旧経費に 8億 382 万円！災害復旧経費に 8億 382 万円！

　4 月 12 日、平成 23 年第 2 回臨時議会を開催し、この度の東日本大震災に伴う住宅　4 月 12 日、平成 23 年第 2 回臨時議会を開催し、この度の東日本大震災に伴う住宅
見舞金支給条例を制定しました。また、道路や公共施設などの災害復旧経費として総額見舞金支給条例を制定しました。また、道路や公共施設などの災害復旧経費として総額
８億３８２万円を含む補正予算が計上され、いずれも全会一致で可決しました。８億３８２万円を含む補正予算が計上され、いずれも全会一致で可決しました。

（地震直後の議場）（地震直後の議場）


